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－ 倫理 3  －

問４　文中下線部 ⒞ について、現代社会に当てはまるものを以下の ① ～ ④ の中

から１つ選び、番号で答えなさい。

①　日本では、地方公共団体の政治に関しては、日本国民の意思にもとづいて

政治を行うという国民自治の考え方が採用されている。

②　日本国憲法は衆参両議院の総議員の３分の２以上の賛成によって改正が発

議され、続く国民投票で過半数が賛成することによって改正される。

③　1945年に調印された国際連合憲章では、集団安全保障が基本原理として採

用され、一国家単独での自衛権については容認されていない。

④　1966年の国際連合総会で採択された国際人権規約に関して、日本はすべて

の項目を承認しているわけではないので、この規約を批准していない。

問５　文中下線部 ⒟ について、これに当てはまるものを３つすべて答えなさい。

問６　文中下線部 ⒠ について、これに関連する内容として正しいものを以下

の ① ～ ④ の中から１つ選び、番号で答えなさい。

①　ハヴィガーストは青年期の発達課題を考察するに当たって、精神的な要素

や社会的な要素に着目し、身体的な要素を軽視した。

②　ハヴィガーストは青年期の発達課題を考察するに当たって、親からの情緒

面での独立だけでなく、経済面での独立も重視した。

③　マズローは、欲求には発達段階に応じた階層性があり、生理的欲求に始

まって自己実現の欲求を経て、親和の欲求へと高まっていくと説いた。

④　マズローは、承認欲求が満たされることによって自尊心が芽生えると考

え、承認を得るために他者の要求に応えたいという欲求が根本だと説いた。

問７　文中下線部 ⒡ について、近代市民社会においてこうした追求活動を支配

的・独占的に行っているとして否定的に評価される階級を何と呼ぶか、答えな

さい。

問８　文中下線部 ⒢ について、上の文章で挙げられていない原因を１つ答えなさい。

－ 倫理 4  －

問題２　以下の文章を読んで、下記の設問に答えなさい。

　日本は外来文化を取り入れ、それを自分たちに合う形に加工して吸収することで

自らの文化を形成してきた。その際、在来文化が消滅してしまうのではなく、在来

文化の上に新しい文化が重なり共存するという重層的な構造を成していることが大

きな特徴のひとつである。

　たとえば古神道においては自然物や自然現象などのうちに神を見出し、多種多様

な神が祀られていた。天変地異や飢饉、疫病といった（　Ａ　）は神が人間の前に

立ち現れているものと理解され、人々は供物や神
かぐら

楽などを捧げる（　Ｂ　）によっ

て、そのような荒々しい神の力を豊穣と安穏をもたらすものへと転じさせようとし

た。また（　Ｂ　）には、
⒜
罪や穢

けが

れによってもたらされる災厄を払うという目的も

あり、それに携わる者には神に対して偽るところのない純粋な（　Ｃ　）が要求さ

れた。なお、古神道には教えをまとめた経典は存在しないが、
⒝
古代の神道に関する

記述を含む「神道古典」と呼ばれる文献を通して、その実態をある程度把握するこ

とができる。

　（　Ｄ　）世紀に仏教が伝来すると、当初仏は（　Ｅ　）と呼ばれ、在来の神と同

様に神として祀られた。しかし聖徳太子は本格的に仏教を受容し、その教えを追究

しようとした。彼が制定した『憲法十七条』第２条には、仏教を第１条で強調され

る（　Ｆ　）の精神を支えるものとして理解し、国政に生かそうとする姿勢が見ら

れる。奈良時代に入ると、
⒞
仏教はそれによって災厄を鎮め、国の安泰をはかるとい

う目的のもと、朝廷の保護・統制下に置かれることになった。聖武天皇は政変、地

震、天然痘の流行といった危機に直面し、詔
みことのり

を発して全国に国分寺・国分尼寺を、

また諸国の国分寺の総本山として（　Ｇ　）を建立した。そして出家は国家の許可

を得て行うものとされ、そのための場所である（　Ｈ　）が（　Ｇ　）に設けられ

た。また（　Ｉ　）と呼ばれる諸学派が生まれ、仏教の教義が盛んに研究された。

　このように仏教は国家と結びついて次第に日本に定着していったが、在来の神信

仰が完全に失われてしまったわけではなかった。神は衆生と同様に苦しんでおり、

仏教によって救われる存在であるという思想のもと、奈良時代には神を解脱に導く

ために神社に（　Ｊ　）が併設されるようになった。また、同じく奈良時代には

－ 倫理 5  －

（　Ｇ　）大仏建立の際に八幡神が協力したという一件に象徴されるように、日本

の神は仏教を守る神であるという思想が広まった。
⒟
平安時代には、日本古来の神の

本来の姿は仏であり、神とは仏が日本の衆生を救うために仮の姿をとって顕現した

ものであるという考え方が全国的に流布した。鎌倉時代末期からは逆に仏の本来の

姿が日本古来の神であるという考え方も登場した。このように、
⒠
神と仏を調和的に

融合し、一体的に信仰しようとする現象が見られることが日本の宗教文化において

特筆すべき点のひとつであり、この現象は明治政府によって出された日本古来の神

と仏とを同一視することを禁じる命令を経てもなお、現在まで根強く生き残ってい

る。

問１　文中の（　Ａ　）～（　Ｊ　）に当てはまる語句を以下の ① ～ ⑮ の中から

選び、番号で答えなさい。

 ①　蕃
ばんしん

神　　　　②　戒壇　　③　功名心　　　④　祭祀　　

　　⑤　十三宗五十六派　　　　　⑥　仁　　　　　⑦　神宮寺

　　⑧　清
せいめいしん

明心　　　⑨　祟
たた

り　　⑩　鎮
ちんじゅ

守の神　　⑪　東大寺

　　⑫　南都六宗　　⑬　和　　　⑭　５　　　　　⑮　６

問２　文中下線部 ⒜ について、これに関する内容として正しいものを以下の ① ～

⑤ の中から１つ選び、番号で答えなさい。

①　罪や穢
けが

れを除去するために行われる儀式のうち、火を使って行われるもの

を禊
みそぎ

という。

②　罪や穢
けが

れとは人間に関わる概念であり、超越的な存在である神々はそれら

とは無縁である。

③　罪や穢
けが

れが除去されたかどうかは、絶対的な究極の神であるアマテラスに

託宣を求めることによって知ることができる。

④　罪や穢
けが

れとは農耕の妨害のような共同体を危機にさらす行為だけでなく、

病気や災害、死なども含む概念である。

⑤　罪や穢
けが

れは心の内側から染み出して人間をおびやかすものであり、それを

除去するための儀式の際には、思い当たる罪や穢
けが

れを告白する必要がある。

－ 倫理 6  －

問３　文中下線部 ⒝ について、この文献のひとつに数えられる、８世紀に成立し

た日本最古の史書の名称を答えなさい。

問４　文中下線部 ⒞ について、このような思想を何と呼ぶか、答えなさい。

問５　文中下線部 ⒟ について、このような考え方を何と呼ぶか、答えなさい。

問６　文中下線部 ⒠ について、このような現象を何と呼ぶか、答えなさい。




